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Ⅰ H20年度の各機関の取り組み状況及び調査結果

１．森と湖に親しむつどい2008 森林 水 交流

開催背景

森と湖に親しむ旬間森と湖に親しむ旬間

● 目 的 ： 国民が森林や湖に親しむことにより、心と体をリフレッシュしながら、

森林やダム湖の重要性について理解を深める。

● 制定年 ： 昭和６２年

● 制定者 ： 国土交通省及び林野庁

● 期 間 ： 毎年７月２１日～７月３１日

● 行 事 ： ①「全国森と湖に親しむつどい」

②「花・人・みどりの水源地域活性化大賞」

③水源地見学ツアー

④全国行事機関誌発行

● 主 催 ： 「森と湖に親しむ旬間」全国行事実行委員会

九頭竜ダム（九頭竜湖）九頭竜ダム（九頭竜湖）
真名川ダム（麻那姫湖）真名川ダム（麻那姫湖）

周辺にて開催周辺にて開催
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開催概要

● イベントタイトル ： 森と湖に親しむつどい2008 九頭竜湖・麻那姫湖 サマーフェスタ

● 日 時 ： 平成２０年７月２６日（土）、２７日（日）

● 場 所 ： メイン会場 ／九頭竜国民休養地
サブ会場 ／九頭竜ダム（堤体周辺、九頭竜ダム湖畔、下半原地区）

真名川ダム（堤体周辺、中島公園）
関連催事 シンポジウム ／大野市文化会館

● 主 催 ： 平成２０年度九頭竜ダム・真名川ダム「森と湖に親しむ旬間」全国行事現地実行委員会

● 協 賛 ： (社)近畿建設協会、(財)河川情報センター、(財)日本建設情報総合センター、(財)日本気象協
会、(社)福井県建設業連合会、(社)福井県測量設計業協会、中日本高速道路(株)金沢支社、NPOドラゴンリ
バー交流会、真名川土地改良区連合、大野市観光協会、JAテラル越前、NPO九頭竜自然樂校、福井県カ
ヌー協会、大野商工会議所、中竜鉱業株式会社、中竜鉱山のトロッコ列車を走らせる会、大野市サッカー協
会、福井県山林協会、福井県森林組合連合会、九頭竜森林組合、九頭竜川再改修促進期成同盟会、(社)大
野建設業会、近畿地方ダム連絡協議会

● 後 援 ： (財)先端建設技術センター、(財)道路保全技術センター 近畿支部、(社)建設電気技術協会 近
畿支部、(社)日本建設機械化協会 関西支部、(財)河川環境管理財団、真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビ
ジョン推進委員会、（社）日本土木工業協会 関西支部、（社）建設コンサルタンツ協会近畿支部、西日本旅客
鉄道（株）金沢支社、ふくい森林インストラクターの会、福井県フォレストサポーター、福井県ネイチャーゲー
ム協会、福井県治水海岸協会、全国治水砂防協会福井支部、福井新聞社、朝日新聞社 福井総局、毎日新
聞社 福井支局、読売新聞社 大阪本社、日本経済新聞社福井支局、共同通信社福井支局、時事通信社福
井支局、産経新聞社福井支局、中日新聞社福井支局、日刊建設工業新聞社、(株)日刊建設通信新聞社 関
西支社、NHK福井放送局、福井放送、福井テレビジョン、福井エフエム放送
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開催趣旨

【【開催テーマ開催テーマ】】

楽しもう！学ぼう！伝えよう！九頭竜の森森と湖湖で

森と湖に親しみ、
心身をリフレッシュする。

○レクリエーション、スポーツ
○郷土料理、郷土芸能、
地域物産販売

など

森と湖に親しみ、
心身をリフレッシュする。

○レクリエーション、スポーツ
○郷土料理、郷土芸能、
地域物産販売

など

【キャッチコピー】 「森湖吸」 ココロもカラダも のびのびと【【キャッチコピーキャッチコピー】】 「森湖吸」 ココロもカラダも のびのびと

楽しもう！森と湖楽しもう！森と湖 学ぼう！森と湖学ぼう！森と湖 伝えよう！森と湖伝えよう！森と湖

水源地域、水資源について
再認識する。

○自然・文化・産業体験
○ダムや水源を知る見学会

など

水源地域、水資源について
再認識する。

○自然・文化・産業体験
○ダムや水源を知る見学会

など

貴重な水資源、地域資源を
将来へ伝える。

○シンポジウム
○広報ＰＲ
○交流・協働の場づくり

など

貴重な水資源、地域資源を
将来へ伝える。

○シンポジウム
○広報ＰＲ
○交流・協働の場づくり

など
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会場構成
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行事内容

メイン会場

九頭竜国民休養地

【 メインステージ 】

■もりみず 元気ステージ

■郷土芸能

■森と湖に親しむクイズ大会

■キミにもできるかな!?
■森と湖のコンサート

■ネイチャートークショー

【 野 外 催 事 】

■ＰＲブース

■特産市ブース

■飲食ブース

■ FBCラジオ公開生放送

■森と湖のクイズラリー

■自然工作教室

■木製迷路

■昆虫とのふれあい館

■水とのふれあい広場

■木登り体験

■森と湖で働く自動車展

■少年サッカー大会

■トロッコ列車乗車体験

サブ会場

九頭竜ダム堤体周辺

下半原地区

真名川ダム堤体周辺

中島公園

大野市文化会館

■九頭竜ダム見学

■巡視艇試乗体験

■発電所見学

■エネルギー工作教室

■間伐材＆流木工作教室

■九頭竜昆虫とのふれあい

■カヌー体験

■キャンプ体験

■森の工作教室

■源流トレッキング

■森の工作教室

■丸太切り体験

■魚のつかみ取り

■発電所見学

■砂防事業紹介

■紙芝居

■植樹会

■真名川ダム見学

■ダム案内紹介ブース

■真名川流木プレゼント

■真名川流木炭プレゼント

■真名川昆虫とのふれあい

■子どもフォーラム

■パネルディスカッション

シンポジウム

【趣旨分類】■楽しもう！森と湖 ■学ぼう！ 森と湖 ■伝えよう！森と湖

≪テーマ≫

「森」「湖」「ダム」と

九頭竜川流域に暮らす

私たちのかかわりを探そう

≪テーマ≫

迫る水（環境）危機！

九頭竜川の水源から

地球を考える

～九頭竜川流域の

水文化から学ぶもの～

全全4343イベントイベント
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開催状況

▲メインステージ ▲特産市

▲カヌー体験▲九頭竜ダム見学

▲子どもフォーラム ▲パネルディスカッション▲丸太切り体験▲真名川ダム見学

▲トロッコ列車乗車体験

▲長野発電所見学

▲少年サッカー大会

▲源流トレッキング

九九 頭頭 竜竜 国国 民民 休休 養養 地地

九九 頭頭 竜竜 ダダ ムム 堤堤 体体 周周 辺辺 下下 半半 原原 地地 区区

大大 野野 市市 文文 化化 会会 館館真名川ダム堤体周辺真名川ダム堤体周辺 中中 島島 公公 園園
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Ｈ２０.６.２７（金）
福井新聞２面

Ｈ２０.７.２６（土）
福井新聞２６面

1111

記載を省略しています 記載を省略しています
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Ｈ２０.７.２７（日）
日刊県民福井３面

Ｈ２０.７.２７（日）
朝日新聞３２面

記載を省略しています

記載を省略しています
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２．九頭竜新緑まつり・紅葉まつり 森林 交流

● 主 旨 ： 大野市内で生産される農林水産物、特産品や旬の味覚を提供する

「食の市場」と体験型・参加型イベントを実施することにより、

文化・工芸の継承を促し、地域の活性化を図る。

● 主 催 ： 大野市、（社）大野市観光協会

● 共 催 ： 福井新聞社

● 主 管 ： 九頭竜まつり実行委員会

● 場 所 ： 九頭竜国民休養地

Ｈ２０.５.１８（日）
福井新聞２７面

Ｈ２０.１０.２３（木）
福井新聞２０面

記載を省略しています

記載を省略しています
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九頭竜新緑まつり

● 日 時 ： 平成２０年５月１７日（土）

１８日（日）

● 内 容 ： 新緑ステージ、市場、茶席、

子供の広場、体験広場等

● 集客数 ： 約２万人

九頭竜紅葉まつり

● 日 時 ： 平成２０年１０月２５日（土）

２６日（日）

● 内 容 ： 紅葉ステージ、市場、茶屋、和菓子市

子供の広場、体験広場等

● 集客数 ： 約５万人

▲きぼっくりづくり▲和菓子市

▲中学生の商業体験▲化石発掘体験

▲新緑ステージ ▲新緑市場

▲トロッコ列車乗車体 ▲越前おおのふるさと大使
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３．「水源地の森づくり」第３回植樹会 森林 交流

● 日 時 ： 平成２０年１１月８日（土）

● 場 所 ： 真名川ダム貯水池上流 中島公園周辺 ２会場

● 内 容 ： 水源林の保全や育成を図り、森づくりの機運を

向上させるとともに、上下流域の人々の交流と

流域連携を目的に開催。

ＮＰＯドラゴンリバー交流会より提供いただいた

コナラの苗木２５０本を各自が持ち寄ったスコッ

プなどで２時間かけて植樹。

● 参加者 ： 計４５名
NPO法人 ドラゴンリバー交流会
九頭竜川中部漁業協同組合
大野市漁業協同組合
林野庁福井森林管理署
福井県奥越農林総合事務所
福井県企業局
大野市
電源開発(株)
近畿地方整備局河川部
足羽川ダム工事事務所
九頭竜川ダム統合管理事務所 他

▲Ｈ２０.１１.９（日）
日刊県民福井４面

記載を省略しています
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国道157号

麻那姫湖
青少年旅行村
（中島公園）第１会場 第2会場

真名川ダム方面 会 場 位 置 図

▲▲第１会場での植栽の様子第１会場での植栽の様子

第２会場での植栽の様子第２会場での植栽の様子
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４．越前おおのエコフィールド 森林 交流

● 経 緯 ： 大正１４年頃、福井営林署（現福井森林管理署）が国有林に植栽する杉の苗木
を育成するために開設した「上庄種苗事業所」が平成５年に閉鎖
→福井営林署の保全管理を経て、平成１５年に大野市が３１，９８０ｍ２を取得

● 目 的 ： ドングリ等の苗木を育成し、森づくり活動に活用することにより、水源涵養、自
然災害の抑制、二酸化炭素の削減等公益的機能を持つ大野市の広大な森林
を守り、育てる一助にするとともに、緑化活動の啓発、自然環境教育及び自然
体験等の環境保全活動を楽しみながら実践していくこと

● 管理運営 ： 越前おおのエコフィールド管理・運営協議会（市と賛同者による共働管理・運
営）

● 活動内容 ： ① ドングリ、花木等の苗木の育成
② 育成した苗木を、イベント等での苗木配布及び森づくり団体等の植林に活用
③ 樹木や花に親しむ憩いの場として提供
④ 自然体験、自然観察等の森林環境プログラムの作成、実践
⑤ 活動を通した森林が持つ多面的機能の紹介、森林保全の必要性の啓蒙
⑥ 都市との交流の場としての活用、大野市の森づくり活動のＰＲ

● 利用方法 ： ① 「苗畑エリア」、「花畑エリア」、「交流エリア」の３エリアに区分
② 「苗畑・花畑エリア」は、市と賛同者が共働で苗木やヒマワリ等を育成
③ 市は、「苗畑・花畑エリア」で活動する団体に対し、種その他の資材を提供
④ 「苗畑・花畑エリア」での企業・団体等の参加方法は、役務提供、資金提供
その他エコフィールドの目的に合致すれば参加の形態を問わない
⑤ 「交流エリア」は、市民の交流及び憩い等の場として利用
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ア 駐車場 

● 取組状況 ：

Ｈ１９．１０．２１ ドングリ拾いとドングリまき （２，０００個）

Ｈ２０． ６．１３ ひまわり種まき

Ｈ２０． ９．１７ ヒマワリ種取り （市内保育園児１３０名）

Ｈ２０． ９．２９ 越前おおのエコフィールド整備・運営方針策定

Ｈ２０．１０． ８ 越前おおのエコフィールド管理・運営協議会設立
「共働宣言」発表

ＮＴＴ西日本福井支店、九頭竜森林組合
福井新聞社、福井放送、北陸電力福井支店
大野市

Ｈ２０．１０．１２ ドングリ拾いとドングリまき （６，０００個）

Ｈ２０．１２．２４ 愛称を「どんグリーン広場」に決定

エコフィールドエリア図エコフィールドエリア図

ドングリ拾いの様子ドングリ拾いの様子

Ｈ２０．１０．１２Ｈ２０．１０．１２
エコフィールド位置図エコフィールド位置図

1818
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５．NPO法人九頭竜自然楽校 森林 交流

環境学習
● 内 容 ： 水辺の清掃を行いながら、拾った流木等で流木アートを行う講座

● 開催日 ： ２００８年４月２６日（土）、７月２６日（土）・２７日（日）、

８月２３日（土） 計４日

● 参加者 ： （開催日順に） ８名、４５０名、４０名 延べ４９８名

● 場 所 ： 九頭竜湖／ふれあい湖畔

ログハウス講座
● 内 容 ： 実際に木を伐採し、伐採した木でログハウスを作る講座

● 開催日 ： ２００８年４月２６日（土）、６月３０日（月）、８月２３日（土）、

１１月２２日（土） 計４日

● 参加者 ： （開催日順に） １１名、１２名、１２名、７名 延べ４２名

● 場 所 ： 九頭竜湖／ふれあい湖畔、和泉内／伊月（１１月２２日のみ）

カヌー補修講座
● 内 容 ： 大雪で潰れた手作りカヌーの補修講座

● 開催日 ： ２００８年６月３０日（土）

● 参加者 ： １０名

● 場 所 ： 和泉内／板倉

流木アート流木アート

ログハウス講座ログハウス講座

カヌー補修講座カヌー補修講座

※青字：「森と湖に親しむつどい２００８」におけるサイドイベント
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自然体験講座

● 内 容 ： カヌー体験、釣り体験、お花畑の植栽など

● 開催日 ： ２００８年７月１９日（土）、 ７月２６日（土）・２７日（日） 、

８月１２日（火）、８月２３日（土） 計５日

● 参加者 ： （開催日順に） ４２名、５５０名、３０名、４０名 延べ６６２名

● 場 所 ： 九頭竜湖／ふれあい湖畔

交流イベント

● 内 容 ： カヌー体験後やキャンプの夜などに行う交流会、

バーベキュー大会など

● 開催日 ： ２００８年７月２６日（土）、 ８月２３日（土） 計２日

● 参加者 ： （開催日順に） ６０名、４０名 延べ１００名

● 場 所 ： （開催日順に）九頭竜湖／ふれあい湖畔、国民宿舎九頭竜

自然体験研修会

● 内 容 ： スノーシュー、そば打ち体験、地元活動団体との交流会など

● 開催日 ： ２００９年１月２４日（土）・２５日（日） 計２日

● 参加者 ： １６名

● 場 所 ： 国民宿舎九頭竜等

釣り体験釣り体験

バーベキュー大会バーベキュー大会

※青字：「森と湖に親しむつどい２００８」におけるサイドイベント

そば打ち体験そば打ち体験

カヌー体験カヌー体験
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６．真名川水辺の楽校ビオフレンズ 水 交流

Ｈ２０.６.２２（日）
日刊県民福井４面

真名川水辺の楽校の概要

●● 真名川の大野市南新在家の河川敷に計画され、現在整備中真名川の大野市南新在家の河川敷に計画され、現在整備中

●● 以下のような場の保全と創出を図る以下のような場の保全と創出を図る

・・ 子供たちや地域住民が川とふれあい親しむことのできる親水活動の場子供たちや地域住民が川とふれあい親しむことのできる親水活動の場

・・ 自然体験・自然学習の場自然体験・自然学習の場

・・ 多種多様な動植物が生息生育できる水辺空間多種多様な動植物が生息生育できる水辺空間

●● 福井県奥越土木事務所、大野市、ビオフレンズ、施工業者の福井県奥越土木事務所、大野市、ビオフレンズ、施工業者の
４者の協力による整備４者の協力による整備

●● 整備後も持続的かつ有効的に活用し、利用方法、維持管理、整備後も持続的かつ有効的に活用し、利用方法、維持管理、
モニタリング調査を継続的に行い、目標とする生態系を目指すモニタリング調査を継続的に行い、目標とする生態系を目指す

●● 「ビオフレンズ」が管理運営団体「ビオフレンズ」が管理運営団体

●● 「ビオフレンズ」の活動内容「ビオフレンズ」の活動内容 ：：

①①「真名川水辺の楽校」の利用に関する企画・運営「真名川水辺の楽校」の利用に関する企画・運営

②②「真名川水辺の楽校」の自然に関する学習会等の開催「真名川水辺の楽校」の自然に関する学習会等の開催

③③「真名川水辺の楽校」の自然環境追跡調査「真名川水辺の楽校」の自然環境追跡調査

④④「真名川水辺の楽校」の維持管理作業（草刈り、ゴミ拾い等）「真名川水辺の楽校」の維持管理作業（草刈り、ゴミ拾い等）

真名川水辺の楽校位置図真名川水辺の楽校位置図

記載を省略しています
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5法政大学学生水生生物
陸上昆虫

98

大野市立図書館での展示203

2冬鳥上旬12

2雪囲い1312

4魚類512

2砂礫堆2711

2水生生物
植生

1511

4バイカモ保全
プロジェクト2008

811

2砂礫堆611

2あずまやでのパネル設置ビオトープ協会福井支部2510

2草刈り1910

3草刈り1810

1陸上昆虫1610

2草刈り119

1陸上昆虫119

1RAC講習会8

2夏鳥上旬8

5有終南小学校行事
イベント中止

226

1森目小学校216

5草刈り206

2草刈り156

3草刈り146

1森目小学校46

2草刈り75

1陸上昆虫75

人数広報活動イベント開催研修・視察受入人材派遣ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ維持管理日月

ビオフレンズの平成２０年度活動内容

２４２４
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７．真名川ダム弾力的運用管理 水

● 内 容 ：

・ Ｈ１５年度より、洪水調節容量の一部に貯留した容量を活用して、ダム下流真名川
の河川環境の保全・改善を目指すフラッシュ放流試験を実施

・ これまでの試験結果より、最大５０m3/s程度（真名川ダムからの放流量は４５m3/s）
を２～３時間継続させるフラッシュ放流と、置き土による土砂投入・還元を行うことで、
真名川の約８割の区間で藻類の剥離効果があることなどを確認

・ Ｈ１９年度からは、新たな取り組みとして、流路が固定化し樹林化した河川敷に
フラッシュ放流により新たな流れをつくる試みなども実施

・ Ｈ２０年度は、真名川ダムからの放流と置土の実施、あわせてフラッシュ放流時に小
規模な改変で旧河道に導水する自然再生試験からなるフラッシュ放流試験を実施

● 放流日 ： 平成２０年１１月１８日（火） ８：３０～１５：３０ （ダム放流時間）

● 放流量 ： 最大４５m3/s (１１：３０～１４：００ ２時間３０分継続)

● 置土量 ： 約１００m3

概要
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真名川大橋

真名川頭首工

富田大橋

佐開橋

自然再生試験

真名川ダム

実施箇所

置土

八千代橋八千代橋

君が代橋
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旧河道への導水状況

放流前放流前

放流中放流中

放流後放流後

真名川

旧河道

八千代橋

導水部掘削

導導 水水 部部

旧河道概略図

旧旧 河河 道道 部部流流 末末 部部



28

Ｈ１９年度水路設置箇所の状況
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試験結果

● フラッシュ放流時に旧河道へ河川水を導水することができ、

河道の簡易な改変をフラッシュ放流にあわせて行うことで、

河川内に多様な流れを創れる可能性があることが示された。

● 置き土の流出量が約３５ｍ３と少なく、

置き土にあたって粒度や施工方法を工夫する必要があると考えられた。

● 置き土の流出量が少なかったこともあるが、

置き土の実施による下流の礫の下への堆積などの影響は確認されななかった。

● Ｈ１９年に設置した掘削水路は地形変化が進み自然の河川の様相を呈しており、

本川とは水深や河床材料が異なることから、

底生生物調査においても多様な河川環境が創出されていることが確認された。

● フラッシュ放流の地下水への影響については、当日降雨があったこともあるが、

明確な影響は確認できなかった。
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Ｈ２０.１１.２２（土）
福井新聞２６面

記載を省略しています
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８．ダム湖周辺の生物の生息・生育調査 水

● 真名川ダム・九頭竜ダムでは、ダム湖周辺の生物の生息・生育状況を魚類・鳥類等
項目毎に概ね５年毎に調査を実施

● 調査結果では、真名川ダム・九頭竜ダム周辺は豊かな自然環境に恵まれているこ
とが示されているが、一方では、特定外来種や「カワウ」の増加なども確認

ダム湖周辺の自然環境の特長

● コイ、ニゴイ、フナ類等の止水域を好む魚類が生息

● マガモ、オシドリ等のカモ類が生息

● イワナ、カジカ等の渓流性の魚類が生息

● ヒダサンショウウオ、ナガレヒキガエル等の渓流性の両生類が生息

● アブラハヤ、ウグイ、アユ等の砂礫底に依存する魚類が生息

● 落葉広葉樹林（ミズナラ－コナラ、クリ－コナラ群落等）が広く分布

● 自然植生のトチノキ－サワグルミ群落が点在

● ツキノワグマ、カモシカ等の大型哺乳類が生息

● クマタカ、サンショウクイ等の山地森林性の鳥類が生息

ダム湖

ダム湖周辺

ダム流入河川

ダム下流河川
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▲九頭竜ダム湖周辺の植生図
ミズナラ－コナラ群落等が広く分布

▼真名川ダム湖周辺の植生図
クリ－コナラ群落等が広く分布

クマタカ

カモシカ

ヒダサンショウウオ

オシドリ

カジカ

※九頭竜ダム、真名川ダムの環境マップを
３月末を目処に作成作業中
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九頭竜ダム九頭竜ダム

巣作り時の枝折り

水質・土壌汚染
悪臭、景観悪化

大量の魚類捕食大量の糞

漁業被害森林被害

２００７年２００７年 鳥獣保護法に基づく鳥獣保護法に基づく狩猟鳥狩猟鳥に指定（環境省）に指定（環境省）

● Ｈ１９年度調査で特定外来生物のコクチバスを２個体確認

● Ｈ１４年度調査でカワウの増加を確認

● 特定外来生物のオオハンゴンソウを過去３回の調査で確認

コクチバス（特定外来生物）コクチバス（特定外来生物）

平成平成1919年度撮影年度撮影

カワウカワウ

カワウの
分布拡大
問題

▲オオハンゴンソウ
真名川ダム、H10撮影

ダム湖内

ダム湖周辺

外来種の生息状況
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イタチハギイタチハギ ハリエンジュハリエンジュオオハンゴンソウオオハンゴンソウ

（特定外来生物）（特定外来生物）

アレチウリアレチウリ

（特定外来生物）（特定外来生物）

ダム湖内

ダム湖周辺

● 要注意外来生物のニジマスをＨ５年度調査
で２個体、Ｈ１３年度調査で１個体確認

● Ｈ１４年度調査でカワウを４個体確認

● 特定外来生物のオオハンゴンソウ、アレチ
ウリを確認

● 外来種のうち、イタチハギとハリエンジュは
植生群落を構成

ニジマスニジマス

（（要注意要注意外来生物）外来生物）

真名川ダム真名川ダム外来種の生息状況
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９．ダム湖利用実態調査 交流

九頭竜ダム

0

50

100

150

200

平成3年度 平成6年度 平成9年度 平成12年度 平成15年度 平成18年度

年
間

利
用

者
数

（
千

人
） その他

施設利用

野外活動

散策

ボート

釣り

スポーツ

福井県

富山県

静岡県

神奈川県

長野県

奈良県

新潟県

東京都

京都府

福井県

愛知県

石川県

岐阜県

大阪府

兵庫県

滋賀県

三重県

● Ｈ３、Ｈ６年と「散策」が大部分を占めていたが、その後は「野外活動」が約半数を
占めるようになり、Ｈ１８ではまた「散策」が大部分を占めるようになった。

● 九頭竜ダム及びその周辺施設への来訪者は、福井県内からが約１／３を占め、
県外からは愛知県、石川県、岐阜県などが多かった。

九頭竜ダム及び周辺施設への
来訪者の発地調査結果

ダム湖および周辺の利用状況

※平成６年度から「施設利用」「野外活動」が追加

●真名川ダム・九頭竜ダムでは、年間のダム湖周辺の利用者数について、３年毎に調査を実施
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）

その他

施設利用

野外活動

散策

ボート

釣り

スポーツ

真名川ダム

ダム湖および周辺の利用状況

● 「野外活動」がほぼ大部分を占めており、ダム上流部にある麻那姫湖青少年旅行
村の施設利用が多い。

● 真名川ダム及びその周辺施設への来訪者は、福井県内からが約３／４を占め、
県外からは愛知県、岐阜県などが多かった。

真名川ダム及び周辺施設への
来訪者の発地調査結果

※平成６年度から「施設利用」「野外活動」が追加
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１０．ダム周辺の紅葉情報提供 交流

● 内 容 ： ダム湖周辺の紅葉の状況を、ダム管理所職員がダム湖等を巡視した
際に写真に撮り、『紅葉情報』として毎週ホームページに掲載し、ダム
湖周辺への紅葉見物を予定している観光客に情報提供

● 期 間 ： 平成２０年１０月１０日（金）～１１月２１日（金）

● 提供URL ： 九頭竜川ダム統合管理事務所ホームページ
http://www.kkr.mlit.go.jp/kuzuryu/

● リンク先 ： 大野市役所ホームページ
http://www.city.ono.fukui.jp/

● 観測地 ： 九頭竜ダム ２地点、 真名川ダム ３地点

真名川ダム下流

真名川ダム貯水池中流部

麻那姫湖青少年旅行村

九頭竜ダム管理支所周辺

箱ヶ瀬橋周辺
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【【ホームページ掲載例ホームページ掲載例】】
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１１．ダムカードの配布とダムマニアとの連携

ダムカード

交流

● ダムのことをより知っていただくことを目的として、

国土交通省と独立行政法人水資源機構が作成

● 平成１９年度の「森と湖に親しむ旬間」中より配布開始

● ダムや周辺施設のみで配布

● 全国統一規格（カードの大きさ、掲載項目など）

● 基本的な情報からマニアックな情報まで掲載

● 配布枚数：

九頭竜ダム オリジナル版２，１７９枚 記念版１，２６６枚

真名川ダム オリジナル版１，６６４枚 記念版１，４０４枚

▲森と湖に親しむつどい２００８
記念バージョン

▲オリジナルバージョン
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ダムマニア

－森と湖に親しむつどい２００８にて－
ダムマニアによる全国のダム情報をパネルや映像で紹介

（サブ会場 真名川ダム堤体周辺）

● ダムが好きで、各地のダムを見て歩いたり、

知識や写真等を集積するのを趣味とする人々

● インターネットやイベントを通じて交流

● 近年、メディアでも話題に

● 森と湖に親しむつどい２００８においても参加・協力

ダムマニアのためのイベント案内
出典：「ダムサイト」ウェブページ
URL : http://damsite.m78.com/

▲ダムマニアによる写真集
出典：「ダムサイト」ウェブページ
URL : http://damsite.m78.com/
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１２．真名川ダムのダム内部見学コース

● 概 要 ： 真名川ダム管理支所職員によるダム内および周辺の案内

（事前申込制）

● 案内日時 ： 平日 ９：００～１６：００

● 申込方法 ： 電子申請 （九頭竜川ダム統合管理事務所 ウェブページ）

http://www.kkr.mlit.go.jp/kuzuryu/yousiki/kengaku/kensinsei.html

● 見学者数 ： 平成２０年度 １，２４６人
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親子ダム見学会

森と湖に親しむつどい

個人・団体見学

真名川ダム見学者数の推移

交流
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見学場所時間見学ルートコース

Ａコース ＋

維持放流棟、噴水前
６０分ダム管理支所 → Ｂ１ → Ｂ２Ｂコース

上段監査廊、主放水設備、

キャットウォーク
３０分ダム管理支所 → Ｂ１Ａコース

● 見学コース：

上
段
監
査
廊

上
段
監
査
廊
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ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク

キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク

噴
水
前

噴
水
前

ダム案内図ダム案内図
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１３．九頭竜ダム展示室

● 開 設 日 ： 平成１９年４月２０日（金）

● 場 所 ： 九頭竜ダム堤体右岸ダムサイト

九頭竜ダム管理支所 １Ｆ

● 展示内容 ： ・九頭竜ダムの概要・役割・機能

・水力発電

・地域の魅力・自然・観光

● 開館時間 ： ９：３０～１６：００

▲九頭竜川展示館の開設案内

森と湖に親しむつどい２００８での展示室の様子

交流
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九頭竜ダム九頭竜ダム
展示室展示室
の概観の概観
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１４．流木の有効活用

● ダム湖に流れ込んできた流木はゲート操作等に支障とならないよう回収

● 「森と湖に親しむ旬間」や「九頭竜新緑まつり」「九頭竜紅葉まつり」で

一般の方に配布

九頭竜紅葉まつりでの配布

森と湖に親しむ旬間での配布

（真名川ダム）

森と湖に親しむ旬間での配布

（九頭竜ダム）

森林 交流
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▲破砕処理

できあがったチップ

▲できあがったおが粉

● 「おが粉」化（真名川ダム）

● 「チップ」化（九頭竜ダム）
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１５．メールマガジンの発行 交流

● 目 的 ： 真名川ダム・九頭竜ダムの水源地域活性化に関する

関係者の情報交換

● 発行回数 ： 第１０号～第１１号 合計２回

● 発 行 日 ： ２００９年２月９日、２月２７日

● 送 信 先 ： ・真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン推進委員会の委員各位

・水源地域ビジョンの施策に関係する諸団体

・個人読者

● 発 信 元 ： 真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン推進委員会事務局

● 読 者 数 ： ７１人

Ｈ２０年度の発行が遅れましたことを
深くお詫び申し上げます。
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● 内 容 ：

１．「真名川ダム弾力的管理検討委員会」の開催について

２．「近畿地方ダム等管理フォローアップ委員会」での九頭竜ダム定期報告
書案の審議について

３．真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン推進委員会開催のお知らせ

４．お知らせ

第１１号

１．「森と湖に親しむつどい２００８」の開催報告

２．「水源地の森づくり」第３回植樹会の開催報告

３．真名川ダム・九頭竜ダム周辺の紅葉情報提供の報告

４．真名川ダム・フラッシュ放流試験の報告

５．真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン推進委員会開催のお知らせ

６．「地域づくり・街づくり」に資する事業への支援の募集案内

７．お知らせ

第１０号
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１６．北陸電力西勝原第二発電所石積導水路の公開 交流

● 内 容 ： 北陸電力で最も歴史のある水力発電所の一つである西勝原第二発電所
において、運開当時のままの石積が残る導水路の点検状況等を初公開

● 日 時 ： 平成２０年１１月１８日（火） ９：４０～１２：３０頃

● 所在地 ： 福井県大野市西勝原

西勝原第二発電所

西勝原第二発電所位置図

西勝原第二発電所概要

●発電出力：

7,200ｋＷ

●営業運転開始：

大正８年(１９１９年)１２月

● 導水路寸法：

幅３．９ｍ×高４．１ｍ

● 管理部署：

福井支店大野電力部

（大野市中挾２丁目７１１）
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記載を省略しています
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Ⅱ H21年度の活動予定

１．森と湖に親しむつどい

２．「水源地の森づくり」植樹会

３．ダム周辺の紅葉情報提供

４．真名川ダム弾力的運用管理

５．ダムカードの配布

６．メールマガジンの発行

7 ．「第60回 全国植樹祭 2009ふくい」関連



52

・・・水源地域活性化のために、各機関の取り組みの連携を・・・

① 地域が持っている資源を掘り起こし、相互の連携を図る

ひとつひとつの規模は小さくても、地域に点在する様々な資源を結びつける
ことで、全体としてのコンテンツのボリュームアップが図れる。

例えば・・・
●資源（ビューポイントも含む）の掘り起こし、周遊施設としての位置付け化
●周遊モデルコースの設定
●情報発信、Webリンクの強化
●ダムカードやダム見学を観光案内施設でも紹介

② 地域内外の人的資源、ソフト資源の活用と連携

例えば・・・
●地域内の様々な活動の情報共有ツールとしてのメールマガジンの活用
●ダムマニアの方との連携

③ 地域の資産である豊かな自然環境を守る

例えば・・・
●外来種等の駆除対応の連携

提案提案
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参考資料１ 大野市の観光動向
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▼観光入込み客数内訳 （県内・県外） ▼県外観光客発地別内訳

● 大野市における観光入込み客数は、Ｈ１２年
をピークにＨ１６年まで減少を続け、その後は
横ばいとなっている。

● 全体の５～７割が県外からの観光客であり、
中京地区、関西地区からの観光客が多い。

● 旧大野市と旧和泉村では、観光入込み客数
の割合がおおよそ半々となっている。

▼観光入込み客数内訳 （旧大野市・旧和泉村）

データ出典：「越前おおの観光戦略プラン～もてなしの心で「喜び」と「満足」と「感動」を~」大野市
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大野市における主要観光施設の入込み客数

● 大野市の主要観光施設の入込み客数のうち、「九頭竜ダム周辺」の占める割合は
２０～３０％、「麻那姫湖周辺」の占める割合は１～２％程度である。

データ出典：「越前おおの観光戦略プラン～もてなしの心で「喜び」と「満足」と「感動」を~」大野市
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データ出典：「ダム年鑑２００６」（財）日本ダム協会

※ため池等農業用水専用ダムは除く

市町村別のダム数参考資料３
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ダムの高さの順位参考資料４
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ダム湖の大きさの順位参考資料５

５７５７
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0 500,000 1,000,000 1,500,000

大野市内にある
水力発電所の

年平均発生電力量

電力量（MWh/年）

電源開発

北陸電力

県企業局

大野市の発生電力量

福井県の全世帯の福井県の全世帯の

約１．１倍を賄う電力量を約１．１倍を賄う電力量を

大野市から供給大野市から供給

【大野市内の水力発電所】
●電源開発

・長野発電所
・湯上発電所

●北陸電力
・上打波発電所
・下打波発電所
・東勝原発電所
・西勝原第一発電所
・西勝原第二発電所
・西勝原第三発電所
・五条方発電所
・富田発電所

●県企業局
・中島発電所
・中島第二発電所
・真名川発電所

計１３発電所※ 発生電力量 ： 平成１９年度までの各発電所平均実績の合計
※ 消費電力量 ： 県内世帯数×平均世帯当たり消費電力量

県内世帯数 ： ２６９，５７７世帯（平成１７年度国勢調査結果）
平均世帯当たり消費電力量 ： ４，２０９ＫＷｈ／年／世帯

参考資料６
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基本方針 施策の体系

真名川ダム水源地域ビジョン

●里山の再生
－ 水源林を保全する

●清水や水路の自然再生
－ 地域的な水管理に取り組む

●人間関係の再生
－ 上下流交流を促進する

九頭竜ダム水源地域ビジョン

●水
－ 水辺の活用

●森
－ 森林資源の保全と活用

●心
－ ふれあいと交流

森林
森林の保全・育成

森林資源の活用

水

健全な水環境整備

水環境の啓発

利水運用の工夫

交流

人材・組織の育成

水辺環境の活用

広域交流の促進

真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン参考資料７
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『森林』

森林の保全・育成

森林資源の活用

『水』
健全な水環境整備

水環境の啓発

利水運用の工夫

『交流』

人材・組織の育成

水辺環境の活用

広域交流の促進

▲御清水

施策の実施イメージ

▲奥越高原県立自然公園

▲九頭竜紅葉まつり


